
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　読取位置にセットされた原稿の画像を読み取って用紙に複写する複写機本体と、
　複写機本体に取付けられ、複写する原稿を自動的に読取位置へ搬送する自動原稿搬送装
置と、
　前記自動原稿搬送装置の原稿セット部に備えられ、原稿の有無を検知するセンサと、
　複写機本体に取付けられ、複写機本体から排出される画像が複写された用紙を受けるソ
ートトレイおよびノンソートトレイと、
　前記ノンソートトレイおよびソートトレイの上流側に設けられ、画像が複写された用紙
に所定の後処理を施すための後処理装置とを有する複写機において、
　読取位置にマニュアル操作によって原稿がセットされたことを検出する手段と、
　前記検出手段の出力に基づいて、画像が複写された用紙を前記後処理装置で後処理する
旨が定められているにもかかわらず、複写機本体から排出される用紙を前記後処理装置を
経由させずにノンソートトレイへ導く排出制御手段と、を含むことを特徴とする複写機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複写する原稿を自動的に読取位置へ搬送する自動原稿搬送装置、および画像が
形成された用紙が仕分けられた状態になるようにするソータ（用紙仕分け機構）が備えら
れた複写機に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
自動原稿搬送装置およびソータを備えた複写機は、複数枚の原稿をコピーしたり、複写書
類を複数部数得たい場合などに便利なように、その動作モードが設定されている。すなわ
ち、自動原稿搬送装置およびソータを備えた従来の複写機においては、通常、ソータを使
用して複写するソートモードが設定されているか、原稿が自動原稿搬送装置にセットされ
ると、ソートモードへ自動的に切り換わるよう設定されていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このため、従来の複写機において、自動原稿搬送装置に１枚の原稿をセットして、複写を
行おうとする場合でも、画像が複写された用紙は仕分けされた状態で排出される。たとえ
ば、複数のトレイからなるソートトレイを有するソータにおいては、ソートトレイは、通
常一番上部に位置するノンソートトレイの下方に位置し、そこに排出された用紙の取り出
しが面倒であった。
【０００４】
また、自動原稿搬送装置に原稿をセットした状態で、マニュアルで読取位置にセットした
場合にも、上記の例では、仕分ける必要のない同じ画像が複写された用紙がソートトレイ
に排出されるので、用紙の取り出しが面倒であった。
もちろん、複写前に、ソートモードをノンソートモードに切り換えればよいが、操作を忘
れることもあり、使い勝手がよくないという課題がある。
このような複写機がさらに後処理装置を備えており、自動原稿搬送装置を用いた複写を行
う場合、用紙は後処理装置を経由して排出されるように設定されていた。よって、１枚だ
けの複写をする場合などは、後処理装置を経由する意味がないのに、そこを通っていたの
で用紙の搬送経路が長くなり、複写に時間がかかるという問題があった。
【０００５】
そこで、本発明の目的は、用紙の取り出しが容易である複写機を提供することである。
本発明の他の目的は、短時間で複写を行うことができる複写機を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　上記の課題を解決するための請求項１に記載の発明は、

【０００８】
　この発明によれば、マニュアル操作によりコンタクトガラス上などの読取位置に原稿が
セットされると、原稿搬送装置に原稿がセットされていても、画像が複写された用紙はノ
ンソートトレイへと排出される。したがって、用紙の取り出しが容易である
【０００９】
　この発明によれば、複写機はさらに後処理装置を備えており、上記のような自動原稿搬
送装置に原稿が１枚だけセットされた場合、または原稿がマニュアル操作により読取位置
にセットされた場合は、画像が複写された用紙は後処理装置を経由することなく排出され
る。したがって、短時間で複写を行うことができる。
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読取位置にセットされた原稿の
画像を読み取って用紙に複写する複写機本体と、複写機本体に取付けられ、複写する原稿
を自動的に読取位置へ搬送する自動原稿搬送装置と、前記自動原稿搬送装置の原稿セット
部に備えられ、原稿の有無を検知するセンサと、複写機本体に取付けられ、複写機本体か
ら排出される画像が複写された用紙を受けるソートトレイおよびノンソートトレイと、前
記ノンソートトレイおよびソートトレイの上流側に設けられ、画像が複写された用紙に所
定の後処理を施すための後処理装置とを有する複写機において、読取位置にマニュアル操
作によって原稿がセットされたことを検出する手段と、前記検出手段の出力に基づいて、
画像が複写された用紙を前記後処理装置で後処理する旨が定められているにもかかわらず
、複写機本体から排出される用紙を前記後処理装置を経由させずにノンソートトレイへ導
く排出制御手段と、を含むことを特徴とする複写機である。

。

　複写機は、読取位置にセットされた原稿の画像を読み取って用紙に複写する複写機本体



【００１０】
【発明の実施の形態】
以下では、この発明の実施の形態を、添付図面を参照して詳細に説明する。
図１は、本発明の一実施形態に係るデジタル複写機の構造を示す図解的な断面図である。
このデジタル複写機は、原稿の画像を読み取って用紙に複写する本体１、本体１上部に取
付けられた自動原稿搬送装置５、および本体１に併設して取付けられ用紙が仕分けられた
状態にするソータ２を備えている。各部の動作は、制御部３により制御される。
【００１１】
自動原稿搬送装置５の原稿セット部６には、原稿の有無を検知するためのセンサ７が備え
られている。自動原稿搬送装置５における原稿搬送路の途中には、原稿が通過したことを
検知するためのセンサ８が備えられている。本体１上部には、コンタクトガラスが設けら
れており、その上が原稿を配置して読み取る原稿読取位置４となっている。読取位置４の
下部には、原稿の有無を検知するためのセンサ９が備えられている。
【００１２】
ソータ２の内部には、用紙を一旦収容し後処理をして排出する後処理装置１０が備えられ
ている。後処理装置１０による後処理としては、たとえば、複数の用紙をホッチキスで留
めるステイプル処理、用紙にパンチ孔を形成する穿孔処理などがあげられる。さらに、ソ
ータ２の側方には、ノンソートトレイ１２Ａと、ノンソートトレイ１２Ａの下方に設けら
れたソートトレイ１２Ｂとが備えられている。
【００１３】
制御部３は、記憶装置を備えている。ソートモードで複写を行う場合、全ての原稿を読み
取りその内容を記憶装置に記憶した後、所定のページ順に複写を行い、用紙をソートトレ
イ１２Ｂへと排出することができる。この場合は、複写後の用紙は、１部ごとにソートト
レイ１２Ｂ上の位置がずらされて排出される。ノンソートモードで複写を行う場合は、用
紙はノンソートトレイ１２Ａへと排出される。後処理装置１０は、複数の用紙を一時的に
収容することができ、これらの用紙に対してステイプル処理等の後処理を施すことができ
る。
【００１４】
自動原稿搬送装置５において、原稿セット部６に原稿がセットされると、センサ７がオン
となる。原稿の搬送が開始され、原稿搬送路の途中にあるセンサ８が、原稿の通過を検知
してオンとなったときに、センサ７が原稿を検知せずオフとなっていれば、原稿が１枚で
あることがわかる。
図２は、図１に示すデジタル複写機において、後処理装置１０を使用しない場合の制御方
法を示すフローチャートである。
【００１５】
まず、自動原稿搬送装置５に原稿がセットされているか否かが判別される（ステップＳ１
）。すなわち、センサ７により原稿セット部６に原稿があるか否かが検知される。原稿が
セットされていれば、読取部４への原稿の搬送が開始される（ステップＳ２）。続いて、
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と、複写機本体に取付けられ、複写する原稿を自動的に読取位置へ搬送する自動原稿搬送
装置と、複写機本体に取付けられ、複写機本体から排出される画像が複写された用紙を受
けるノンソートトレイおよびこのノンソートトレイの下方に設けられたソートトレイと、
前記ノンソートトレイおよびソートトレイの上流側に設けられ、画像が複写された用紙に
所定の後処理を施すための後処理装置とを有する複写機において、自動原稿搬送装置にセ
ットされた原稿が１枚であることを検出する手段と、前記検出手段の出力に基づいて、画
像が複写された用紙を前記後処理装置で後処理する旨が定められているにもかかわらず、
複写機本体から排出される用紙を前記後処理装置を経由させずにノンソートトレイへ導く
排出制御手段と、を含んでもよい。
　この場合、自動原稿搬送装置に原稿がセットされた際、検出手段により原稿が１枚であ
ることが検出された場合は、ノンソートトレイへ用紙が排出される。よって、排出された
用紙を取り出しやすい。



原稿が１枚であるか否かが判別される（ステップＳ３）。原稿が１枚であるならば、用紙
がノンソートトレイ１２Ａへ排出されるようにソータ２が制御される（ステップＳ４）。
この後、処理は終了する。ステップＳ３で、原稿が１枚でなければ、すなわち２枚以上で
あれば、用紙がソートトレイ１２Ｂへ排出されるようソータ２が制御される（ステップＳ
６）。この後処理は終了する。
【００１６】
ステップＳ１において、自動原稿搬送装置５に原稿がセットされていなければ、次に、マ
ニュアルで原稿がセットされているか否かが判別される（ステップＳ５）。すなわち、セ
ンサ９により読取位置４に原稿があるか否かが検知される。原稿がセットされていれば、
画像が複写された用紙は、ノンソートトレイ１２Ａへ排出されるようソータ２が制御され
る（ステップＳ４）。ステップＳ５において、マニュアルで原稿がセットされていなけれ
ば、再びステップＳ１へと戻り、自動原稿搬送装置５に原稿がセットされているか否かが
判別される。
【００１７】
以上の処理方法によれば、自動原稿搬送装置５を使用した複写で、原稿が１枚である場合
は、ノンソートトレイ１２Ａに用紙が排出されるので、取出しが容易である。マニュアル
で原稿がセットされたときも、用紙はすべて上方のノンソートトレイ１２Ａに排出される
ので、取出しが容易である。
図３は、図１に示すデジタル複写機において、後処理装置１０を使用する場合の制御方法
を示すフローチャートである。
【００１８】
まず、自動原稿搬送装置５に原稿がセットされているか否かが判別される（ステップＴ１
）。原稿がセットされていれば、読取部４への原稿の搬送が開始される（ステップＴ２）
。続いて、原稿が１枚であるか否かが判別される（ステップＴ３）。原稿が１枚であるな
らば、用紙が後処理装置１０を経由せずにノンソートトレイ１２Ａへと排出されるように
ソータ２が制御される（ステップＴ４）。この後、処理は終了する。ステップＴ３で、原
稿が１枚でなければ、すなわち２枚以上であれば、用紙が後処理装置１０を経由してソー
トトレイ１２Ｂへと排出されるようソータ２が制御される（ステップＴ６）。この後処理
は終了する。
【００１９】
ステップＴ１において、自動原稿搬送装置５に原稿がセットされていなければ、次に、マ
ニュアルで原稿がセットされているか否かが判別される（ステップＴ５）。原稿がセット
されていれば、画像が複写された用紙が後処理装置１０を経由せずにノンソートトレイ１
２Ａへと排出されるようソータ２が制御される（ステップＴ４）。ステップＴ５において
、マニュアルで原稿がセットされていなければ、再びステップＴ１へと戻り、自動原稿搬
送装置５に原稿がセットされているか否かが判別される。
【００２０】
以上の処理方法によれば、自動原稿搬送装置５を使用した複写で、原稿が１枚である場合
は、用紙は後処理装置１０を経由せずにノンソートトレイ１２Ａへと排出されるので、短
時間に複写を行うことができる。マニュアルで原稿がセットされたときも、後処理装置１
０を経由せずにノンソートトレイ１２Ａへと排出されるので、短時間で複写を行うことが
できる。
以上の実施形態は、１つのソートトレイに画像が複写された用紙を排出するソータを備え
たデジタル複写機の場合であるが、用紙が仕分けられて排出される複数のトレイを有する
ソートトレイを備えたアナログ複写機であってもよい。その他、特許請求の範囲に記載さ
れた技術的事項の範囲で種々の設計変更を施すことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るデジタル複写機の構造を示す図解的な断面図である。
【図２】図１に示すデジタル複写機において、後処理装置を使用しない場合の制御方法を
示すフローチャートである。
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【図３】図１に示すデジタル複写機において、後処理装置を使用する場合の制御方法を示
すフローチャートである。
【符号の説明】
１　　本体
２　　ソータ
４　　読取位置
５　　自動原稿搬送装置
７，８，９　　センサ
１０　　後処理装置
１２Ａ　　ノンソートトレイ
１２Ｂ　　ソートトレイ
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【 図 ３ 】
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